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6部分解体中、左腰の三角材を外したところ
箱形の体内に墨書が見える
(53）
文化財の保存と修理について（長澤）
7．体内には四面に墨銘が書かれている。
(54）
8．首の下端。珍しい模形の材を組んで造
られている技法が分かる。この矧ぎ目
にも墨書があると思える。中央奥に納
入品が見える。
文化財の保存と修理について（長澤）
9．左腰三角材、矧ぎ面にも墨書がある、
ある程度形が彫り進められた段階で解
体して、墨書がされた。奥に見える木
組みは頭部材の下端。
(55）
10．体内に書かれている墨書の一部、大
檀那酒井小太郎、大願主板倉右衛門
尉、仏師葛岡蓮宗子袖五郎など。
文化財の保存と修理について（長澤）
ll.体内に書かれている墨書の一部、寄
進者に女性の名が多い。
13．修理が完了した像。
12．組み立て中、膝前から腹部、新しい鑓、矧ぎ目に挟ん
だへぎ材が見える、最後に周囲に色調を合わせる補彩
を施す。
(56）
